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Abstract
The purpose of this study is to clarify how nursing and welfare students perceive the relationship 
between footwear and foot health, to ascertain the relationship between foot problems and wearing/
selecting footwear, and to make recommendations for a program of foot health education. Anonymous 
self-administered questionnaires were collected from the 177 student of A University and 137 of them 
were analyzed. Ninety-four students（68.6%）had some type of foot problem. Three items with 
significant differences regarding foot problem in how to choose footwear and how to wear were 
independent variables and whether they had foot problem or not was dependent valuable. Logistics 
regression analysis with forced entry method showed that three factors had signifi cant impacts on 
foot health and are: the choice of footwear with the correct width that matched the wearer’s foot 
width（OR=4.363, CI 1.527-12.467）, footwear that fi tted the wearer’s foot length OR=2.500, CI 1.084-
5.766）］. In order to prevent foot problems it is important to choose shoes that match the individual’s 
foot width and length, should be chosen. It is necessary to provide education opportunities for the 
students so that they can choose the appropriate footwear and wear them properly.
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「痛み」を挙げていた（濱田, 町田, 久世, 2015）。


















































































































































































































n　％ n　％ n　％ n　％
足や靴への関心
　自分の足や靴に関心がある（n＝137） 17（12.4） 77（56.2） 36（26.3） 7（ 5.1）
足育の知識
　足の清潔はトラブル予防につながる（n＝137） 92（67.2） 42（30.7） 3（ 2.2） 0（ 0.0）
　足育の定義の理解（n＝135） 50（37.0） 74（54.8） 8（ 5.9） 3（ 2.2）
　足趾を動かす運動はトラブル予防につながる（n＝137） 69（50.4） 55（40.1） 11（ 8.0） 2（ 1.5）
　 正しい靴の履き方は履き口を大きく、踵をフィット、
紐やベルトで固定（n＝137） 54（39.4） 66（48.2） 15（10.9） 2（ 1.5）
　 正しい靴の選び方の代表的なポイント（甲、捨て寸、踵
の安定）（n＝136） 50（36.8） 64（44.9） 21（15.4） 1（ 0.7）
靴の選び方
　デザインを重視している（n＝137） 55（40.1） 60（43.8） 20（14.6） 2（ 1.5）
　甲が固定できる靴を選ぶ（n＝137） 46（33.6） 63（46.0） 24（17.5） 4（ 2.9）
　 足趾から1㎝ゆとりがあり、つま先にあたらない靴を
選ぶ（n＝136） 50（36.8） 56（41.2） 30（22.1） 0（ 0.0）
　靴の幅が足の幅に合う靴を選ぶ（n＝134） 34（25.4） 59（44.0） 38（28.4） 3（ 2.2）
　デザインよりも足に良い靴を選ぶ（n＝136） 20（14.7） 58（42.6） 47（34.6） 11（ 8.1）
靴の履き方
　 靴の踵をつぶさないように靴のはきぐちを大きく開き
足を入れている（n＝136） 47（34.6） 53（39.0） 27（19.9） 9（ 6.6）
　踵を床にトントンとたたき、フィットさせる（n＝137） 27（19.7） 46（33.6） 44（32.1） 20（14.6）
　 靴を履くときは、毎回靴紐を緩めて締め直している
（n＝136） 16（11.8） 30（22.1） 50（36.8） 40（29.4）
　 着脱の容易さから靴の踵を踏みつけることがある
（n＝135）※ 14（10.4） 43（31.9） 36（26.7） 42（31.1）
ケア・手入れ
　足趾の形に沿って爪を切っている（n＝137） 59（43.1） 62（45.3） 13（9.5） 3（ 2.2）
　足趾の汚れを毎日洗っている（n＝137） 63（46.0） 52（38.0） 17（12.4） 5（ 3.6）
　足趾を動かす運動を行っている（n＝135） 18（13.3） 43（31.9） 52（38.5） 22（16.3）
　 将来足のトラブルで困らないように靴の点検をしてい












































日頃履く靴のサイズ（足囲）（n＝124） わからない 79（63.7） 36（29.0） 0.720 （a）
わかっている 7（ 5.6） 2（ 1.6）
靴は自分の足に合っているか（n＝136） ぴったり 50（36.8） 31（22.8） 0.043 *
少しきつい、やや大きめ 43（31.6） 12（ 8.8）
よく履く靴の種類（n＝137）
　　スニーカー 履く 84（61.3） 38（27.7） 1.000 （a）
履かない 10（ 7.3） 5（ 3.6）
　　サンダル 履く 32（23.4） 21（15.3） 0.099
履かない 62（45.3） 22（16.1）
　　パンプス 履く 7（ 5.1） 23（16.8） 0.282
履かない 71（51.8） 36（26.3）































あり 93（67.9） 1（ 0.7） 0.225 （a）なし 41（29.9） 2（ 1.5）
　足育の定義の理解（n＝135） あり 85（63.0） 7（ 5.2） 0.743 （a）なし 39（28.9） 4（ 3.0）
　 足趾を動かす運動はトラブル予防に
つながる（n＝137）
あり 86（62.8） 8（ 5.8） 0.546 （a）なし 38（27.7） 5（ 3.6）
　 正しい靴の履き方は履き口を大きく、
踵をフィット、紐やベルトで固定（n＝137）
あり 80（58.4） 14（10.2） 0.267 （a）なし 40（29.2） 3（ 2.2）
　 正しい靴の選び方の代表的なポイント
（甲、捨て寸、踵の安定）（n＝136）
あり 78（57.4） 16（11.8） 0.689なし 36（26.5） 6（ 4.4）
靴の選び方
　デザインを重視している（n＝137） あり 77（56.2） 17（12.4） 0.454 （a）なし 38（27.7） 5（ 3.6）
　甲が固定できる靴を選ぶ（n＝137） あり 74（54.0） 20（14.6） 0.719なし 35（25.5） 8（ 5.8）
　 足趾から1㎝ゆとりがあり、
つま先にあたらない靴を選ぶ（n＝136）
あり 73（53.7） 21（15.4） 0.853なし 33（24.3） 9（ 6.6）
　靴の幅が足の幅に合う靴を選ぶ（n＝134） あり 55（41.0） 36（26.9） 0.001 **なし 38（28.4） 5（ 3.7） （a）




あり 66（48.5） 27（19.9） 0.319なし 34（25.0） 9（ 6.6）
　 踵を床にトントンとたたき、
フィットさせる（n＝137）
あり 47（34.3） 47（34.3） 0.255なし 26（19.0） 17（12.4）
　 靴を履くときは、毎回靴紐を緩めて
締め直している（n＝136）
あり 27（19.9） 66（48.5） 0.082なし 19（14.0） 24（17.6）
　 着脱の容易さから靴の踵を踏みつける
ことがある（n＝135）※
あり 38（28.1） 54（40.0） 0.752なし 19（14.1） 24（17.8）
ケア・手入れ
　足趾の形に沿って爪を切っている（n＝137） あり 81（59.1） 13（ 9.5） 0.390 （a）なし 40（29.2） 3（ 2.2）
　足趾の汚れを毎日洗っている（n＝137） あり 79（57.7） 15（10.9） 0.962なし 36（26.3） 7（ 5.1）
　足趾を動かす運動を行っている（n＝135） あり 40（29.6） 53（39.3） 0.450なし 21（15.6） 21（15.6）
　 将来足のトラブルで困らないように
靴の点検をしている（n＝136）






























































　あまり思わない、全くその通りではない 4.363 1.527 12.467
靴は自分の足に合っているか（ref.ぴったり）













































東, 金森, 久保, 内田, 2011）。したがって、足
のトラブルを予防するためには、甲の固定が
重要であり、靴を履いた時に靴紐を締め直す
ことの意義が再認識できた。今回、ロジステ
ィック回帰分析においては、靴紐を緩めて締
め直すこととの関連はなかったが、サンプル
数に限りがあったためかもしれない。
　以上より、足のトラブルを予防するために
は、自身の足長と足囲、そして正しいウィズ
を把握したうえで甲を固定できる紐靴を選ぶ
ことが足の健康を保つ教育に役立つ内容と言
える。また、靴紐を締め直して履く習慣が身
に付いていないことから、靴の履き替えを行
うスペースに、腰掛の設置をするなど、靴紐
を締め直すことを実行しやすい環境を整備す
ることも教育的なサポートになると考える。
２．人々の足の健康を守る立場となる学生に
対する足の健康教育プログラムへの示唆
　今回の調査結果では、初等中等教育で足や
靴の健康教育を受けた経験のある学生は6名
（4.4％）であり、学校教育の中で足や靴の健
康教育がほぼ行われていない実態が明らかに
なった。また、大学のカリキュラム内にも組
み込まれていなかったが、約3割は過去に正
しい靴の履き方を習ったと回答していた。A
大学は足育に力を入れており、今回の調査対
象となった学生はA大学の足育にあまり関
わってこなかった学年ではあるものの、これ
らの学生は大学祭やオープンキャンパス、地
域の祭り等のイベント時に有志として足育の
活動に関わることにより、足育の知識を身に
付けたと考えられる。今後は、全ての学生が
足育に関する教育の機会を得られるよう足や
靴の健康教育プログラムを整えていく必要が
ある。笠野ら（2016）は大学生を対象とした履
物と足部形態を調査して、パンプスやヒール
靴を履く頻度や期間と内側縦アーチの崩れと
の関連を指摘している。足を守る教育は、歩
き始める前のファーストシューズ選びから幼
少期の教育が鍵になるものの、就職等でパン
プスやヒールのある靴を履き始める大学生も、
成人期以降の足のトラブル予防のために、正
しい靴の選び方と履き方を身に付ける必要が
ある。幸い、「自分の足や靴に関心がある」学
生が半数以上おり、入学後の早い時期が足の
健康教育のタイミングを行う好機と捉えるこ
とができると考える。
　本研究の限界として、対象者の性別、年齢
等の基本属性の情報が欠けていること、対象
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看護・福祉系学生の靴と足の健康に関する認識調査：足のトラブルと靴の選び方、履き方との関連に着目して
数が少なくA大学全体を反映していないこ
とがある。しかし、看護・福祉系の学生を総
合して足の健康、靴の実態を検討した結果は
これまでになく、足のトラブルの課題解決に
むけて、教育プログラム作成へ基礎的な情報
を提供するうえで意義があると考える。
Ⅵ．結論
１．今回調査した看護・福祉系学生の94名
（68.6％）に足のトラブルが見られ、115
名（92.7％）は、日頃履く靴のサイズ（足
囲）を把握していなかった。靴の履き方
で最も実施されていない項目は、「靴を
履くときは、毎回靴紐を緩めて締め直し
ている」46名（33.8％）であった。
２．足のトラブルは、「靴の幅が足の幅に合
う靴を選ぶ」、「靴が自分の足に合ってい
るか」と関連があり、自身の足長や足囲
を把握し、足に合った靴を選ぶことが重
要である。
３．自身の足を知り、足に合う靴選び・正し
い履き方教育の機会を入学後早期に行い、
実践的な内容をカリキュラムの一部に位
置づけられるよう健康教育プログラムを
構築していくことが望まれる。
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